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私
は
、
会
津
藩
校
日
新
舘
で
月
一
回
開
か
れ

る
論
語
素
読
会
に
参
加
し
て
い
る
。
県
内
外
か

ら
、
三
、
四
〇
人
の
人
が
集
ま
り
、
高
木
厚
保

舘
長
の
熱
心
な
指
導
で
、
論
語
の
素
読
・
解
説

か
ら
、
そ
れ
の
英
語
訳
、
中
国
語
読
み
ま
で
習

う
の
で
、
東
西
の
文
化
を
同
時
に
学
ぶ
よ
う
な

気
持
で
あ
る
。

論
語
を
基
底
と
す
る
儒
教
は
、
徳
川
幕
府
の

官
学
と
し
て
採
用
さ
れ
、
明
治
以
降
も
道
徳
倫

理
の
根
幹
を
な
し
て
き
た
た
め
、
忠
君
愛
国
を

謳
い
、
家
父
長
制
を
支
え
る
封
建
思
想
と
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
く
、
戦
後
は
全
く
と
い
っ
て
よ
い

ほ
ど
軽
視
さ
れ
て
い
る
。

「
儒
」
の
字
が
人
を
う
る
お
す
こ
と
を
意
味

す
る
よ
う
に
、
儒
教
は
も
と
も
と
、
事
物
に
即

し
て
真
理
を
窮
め
、
心
を
正
し
、
学
を
修
め
、

世
の
中
の
た
め
に
盡
く
す
こ
と
を
主
眼
と
す
る

優
れ
た
人
間
学
な
の
で
あ
る
。

、

し
か
し
論
語
は
わ
ず
か
二
〇
編
で
構
成
さ
れ

現
代
の
よ
う
な
複
雑
な
社
会
に
対
応
し
て
、
人

が
い
か
に
生
き
る
か
の
す
べ
て
の
指
針
を
与
え

て
く
れ
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
こ
の
こ
と
を

長
い
間
問
い
続
け
て
き
た
西
欧
の
哲
学
に
も
学

ぶ
必
要
が
あ
る
。

哲
学
は
、
前
五
世
紀
の
頃
ギ
リ
シ
ャ
に
起
っ

た
が

「
哲
学
は
疑
い
と
と
も
に
始
ま
る
」
と

、

、

い
っ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
に
も
あ
る
と
お
り

始
め
は
世
の
中
に
存
在
す
る
万
物
が
対
象
で
あ

っ
た
。
人
間
の
本
性
に
つ
い
て
、
国
家
と
は
、

善
と
は
悪
と
は
、
正
義
、
義
務
、
言
葉
に
つ
い

て
な
ど
社
会
の
仕
組
み
や
人
間
の
営
み
に
か
か

る
も
の
か
ら
、
宇
宙
、
物
体
、
原
子
、
数
理
と

自
然
界
に
存
在
す
る
も
の
も
哲
学
の
領
域
で
あ

っ
た
。
一
九
世
紀
に
な
っ
て
自
然
科
学
の
分
野

は
、
物
理
、
化
学
、
生
物
学
、
医
学
な
ど
へ
専

門
化
し
て
い
く
が
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
、
デ

カ
ル
ト
の
座
標
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
な

ど
今
も
使
わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
当
時
の
哲
学

者
は
一
流
の
自
然
科
学
者
で
も
あ
っ
た
。

弁
論
術
を
教
え
る
こ
と
を
職
業
と
し
た
ソ
フ

ィ
ス
ト
に
準
備
さ
れ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト

ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
始
ま
っ
た
哲
学
は
、

そ
の
後
デ
カ
ル
ト
、
カ
ン
ト
と
続
き

『
パ
ン

、

ヤ
』
を
書
い
た
パ
ス
カ
ル

『
精
神
現
象
学
』

、

の
ヘ
ー
ゲ
ル

『
人
間
本
性
論
』
の
ヒ
ュ
ー
ム
、

、

『
法
の
精
神
』
の
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー

『
ツ
ア

、

ラ
ス
ト
ラ
は
こ
う
語
っ
た
』
の
ニ
ー
チ
ェ

『
存

、

在
と
時
間
』
と
多
く
の
哲
学
者
を
輩
出
し

「
万

、

物
は
流
転
す
る

（
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス

「
我

」

）
、

思
う
、
ゆ
え
に
我
有
り

（
プ
ラ
ト
ン

「
存

」

）
、

在
す
る
も
の
は
合
理
的
で
あ
る

（
ヘ
ー
ゲ
ル
）

」

な
ど
と
数
々
の
至
言
を
残
し
た
。

こ
の
よ
う
に
哲
学
者
の
判
断
を
言
葉
に
表
し

た
も
の
を
「
命
題
」
と
い
う
が
、
論
語
に
書
か

れ
た
言
葉
と
哲
学
者
の
命
題
と
に
共
通
す
る
こ

と
が
多
い
の
も
面
白
い
。
一
、
二
の
例
を
挙
げ

る
と
、
論
語
の
為
政
論
に
「
心
の
欲
す
る
所
に

従
え
ど
も
短
を
踰
え
ず
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
を

の
り

こ

パ
ス
カ
ル
は
「
汝
の
意
志
の
格
律
が
、
い
つ
も

同
時
に
普
遍
的
立
法
の
原
理
と
し
て
働
く
」
と

述
べ
る

論
語
の
冒
頭
の
学
而
編
の
初
め
に

学

。

「

、

」

び
て
時
に
之
を
習
う

ま
た

説

ば
し
か
ら
ず
や

よ
ろ
こ

と
い
う
有
名
な
言
葉
が
あ
る
が

カ
ン
ト
は

純

、

『

粋
理
性
批
判
』
の
中
で

「
人
間
と
は
自
己
開

、

発
す
る
存
在
で
あ
る
」
と
書
く
。

論
語
は
孔
子
と
弟
子
と
の
対
話
の
形
で
書
か

れ
て
い
る
が
、
西
洋
哲
学
で
も
対
話
が
重
視
さ

れ
た
。
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
の
著
書
の
す
べ
て
を、

対
話
形
式
で
書
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が

大
部
分
に
師
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
登
場
さ
せ
、
当

時
の
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
を
対
話
者
に
選
ん

で

〈
問
答
〉
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
眞
理
を
究

、
明
し
て
い
っ
た
。
こ
の
対
話
の
伝
統
は
、
そ
の

後
多
く
の
哲
学
者
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
の
『
新
科
学
対
話
』
も

そ
う
で
あ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は

『
方
法
序
説
』

、

の
中
で
弁
証
法
を
唱
え
、
一
人
の
主
張
―
そ
れ

へ
の
反
論
―
二
人
の
納
得
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

正
・
反
・
合
の
議
論
に
よ
り
眞
理
は
証
明
で
き

る
と
し
、
マ
ル
ク
ス
に
受
け
継
が
れ
た
。

テ
レ
ビ
で
草
稿
を
持
た
ず
に
聴
衆
に
語
り
か

け
る
欧
米
人
の
演
説
を
見
る
が
、
書
い
た
も
の

で
は
相
手
に
答
え
ら
れ
な
い
と
す
る
こ
の
弁
論

技
術
の
延
長
な
の
で
あ
る
。

論
語
も
西
洋
哲
学
も
、
複
雑
に
変
化
す
る
現

代
の
社
会
に
お
い
て
人
は
い
か
に
生
き
る
べ
き

か
の
十
分
な
解
答
は
持
た
な
い
か
も
知
れ
な
い

が
、
人
間
社
会
が
続
く
限
り
永
遠
の
課
題
と
し

て
残
る
も
の
で
あ
り
、
書
物
を

繙

き
な
が
ら
、

ひ
も
ど

そ
れ
を
眞
剣
に
考
え
る
姿
勢
こ
そ
、
今
求
め
ら

れ
て
い
る
。

（
た
か
は
し
・
さ
だ
お
）

高
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貞
夫

一
九
三
四
年
、
茨
城
県
稲
敷
郡
美
浦
村
生

ま
れ
。

早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
業
。
県
立
医
科
大
学

事
務
局
長
、
福
島
県
土
地
開
発
公
社
専
務
理

事
等
を
経
て
、
現
在
、
若
松
ガ
ス
グ
ル
ー
プ

顧
問
。

『
阿
武
隈
の
歳
時
記

『
ふ
く
し
ま
海

』
、

の
歳
時
記

『
あ
い
づ
祭
り
歳
時
記
』
な

』
、

ど
の
著
作
が
あ
る
。


